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【令和２(2020)年度 検証結果】 
検証結果   当初目標に対し、期待どおりの成果があった。 

 当初の研究目的である超高解像度イメージング技術を用いたフォトン・カウンティング

CT システムにおける造影剤と抗がん剤の同時多色イメージングの動作確認及びデータの

取得がなされた。また、高解像度コンプトンカメラを開発し、医療用及び環境用計測デー

タ解析が行われており、当初の計画どおりの研究成果を得ている。 
 本研究で開発したイメージング技術は、独創的かつ重要な研究成果であるので、今後の

応用を通じて社会へのより一層の普及・展開を期待する。 
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【平成 30(2018)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 

本研究は、医療から環境計測まで幅広い応用を目指した３次元高解像度カラー放射線イメージングの

基盤技術を確立する研究であり、研究は順調に進展している。 

基盤技術である放射線計測技術はほぼ完成し、現在は画像検査・陽子線治療や環境放射線計測などへの

応用に挑戦している。例えば、医療用コンプトンカメラを開発し、生体マウスの３次元多色ガンマ線撮影

に成功している。 

 今後は、基盤技術の実用化を念頭に置き、臨床試験を視野に入れた研究の進展を期待する。 


